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町の魅力は

ＨＰもチェック！
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な
り 

若
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驚
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ま
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ひ
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を
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白
露
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キ
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掃
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よ
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デ
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デ
デ
ポ
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山や
ま

鳩ば
と

の
鳴
き 

秋
の
来
た
れ
り

柿
す
だ
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大
根
す
だ
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ほ
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ぼ
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と 

わ
れ
待
ち
く
る
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ふ
る
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あ
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夫つ
ま

逝
き
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空う
つ

ろ
と
な
り
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木こ
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葉は

　
が
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ん

雲う
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ひ
か
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ふ
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初
時
雨

崩
れ
簗や
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川
の
流
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ま
か
せ

バ
テ
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味
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労
い
た
わ

る
よ
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桂け
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香こ
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は
志し

な
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菊
人
形
の 

一
人
言

存
分
に 

秋あ
き

闌
た
け
な
わ

を 

深
呼
吸

秋あ
き

夕ゆ

焼や
げ 

地
蔵
の
帽
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取
り
替
へ
て

狛こ
ま

犬い
ぬ

の 

な
が
き
遠と

お

吠ぼ

え 

神
の
留
守

宝暦年間（江戸時代）より続くといわれ、

毎年１０月に行われている金田稲荷神

社の神幸祭で奉納される獅
し

子
し

楽
がく

です。

安政５年（1858）に虚
こ

無
む

僧
そう

の山
やま

本
もと

平
へい

八
はち

が振興を図り、 現在稲荷神社奉納

獅
し

子
し

楽
がく

保存会により継承されています。

神幸祭と山
やま

笠
かさ

をはじめ引き手の心を盛

り立てるみやびな音色の稲荷神社祭
まつり

囃
ばや

子
し

とともに、 福智町の無形民俗文化

財に指定されています。

1200年近い歴史をもつ稲荷神社の境内で奉納

●時を超え舞い継がれる伝統

蕗
の
薹
句
会

▶先日、高橋亜美（mon）さ
んの講演会を聴く機会があ
りました。「生きてたら必ず
生きててよかったと思える瞬
間がある」彼女の人間力にひ
きつけられ言葉ひとつひとつ
に力を感じました。言葉で
思い伝えるのは大切なこと。
家族や大切な人に「大好き」
「ありがとう」「ごめんね」とス
トレートに伝えたいものです。
広報も伝える仕事。思いが
込められていたらたとえ完璧
でなくても相手に伝わり心に
触れる。心を込めて言葉を
紡いでいきたいです。（太田）
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▶平成最後の12月号、時
代を超える大切なものを特
集しました。華やかな祭りを
支えるため人知れず力を尽
くす方 。々伝統を存続させ、
人を動かす「思い」の力を感
じました。広報ふくちにもつ
ながれてきた思いがありま
す。いい紙面を読者に届け
たい、その一心で作られた
過去の広報。常にそれを参
考にし、学び、目指してきま
した。将来の担当が見返す
とき、心に響き、熱意が伝わ
る。そんなものを一つでも残
せたらと思いました。（田代）
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● KOUGEI  EXPO  IN  FUKUOKA

　

全
国
の
伝
統
的
工
芸
品
が
一
堂
に
集

結
す
る「
工
芸
エ
キ
ス
ポ
in
福
岡
」
が

11
月
２
日
か
ら
３
日
間
、
マ
リ
ン
メ
ッ

セ
福
岡
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
中
央
に
は
博
多
祇ぎ

　お
ん園
山や

ま

笠が
さ

の
豪
華

絢け
ん

　ら
ん爛
な
飾
り
山や

ま

笠が
さ

（
高
さ
約
13
ｍ
）が
お

目
見
え
し
、
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品「
博
多
織
」

「
博
多
人
形
」「
久
留
米
絣か

す
り

」「
小
石
原
焼
」

「
八
女
福
島
仏
壇
」「
上
野
焼
」「
八
女
提

灯
」の
７
産
品
を
は
じ
め
、
知
事
指
定

の
34
産
品
を
県
が
Ｐ
Ｒ
。
会
場
で
は
全

国
の
工
芸
品
が
紹
介
さ
れ
、
来
場
者
は

実
演
や
体
験
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

伝
統
工
芸
に
新
た
な
視
点
や
感
覚
を

取
り
入
れ
る
共
同
企
画
で
は
、
活
躍
す

↑全国大会絵画展で
上野焼協同組合理事
長賞を受賞した上野
小３年の柴

しば

田
た

乎
こ

毬
まり

さん（写真中央）と
力作のポスター。

30年ぶりの福岡開催となった
「第35回伝統的工芸品月間国
民会議全国大会」。各企画が県
内国指定伝統的工芸品7産地
で開かれ、上野焼の伝統に新
たな風が吹き込まれました。

上野の魅力
全国発信る

ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
県
内
の
大
学
生
と

コ
ラ
ボ
。
上
野
焼
は
西
本
早
希
さ
ん
と

ハ
イ
ボ
ー
ル
グ
ラ
ス
を
創
作
し
、
福
岡

大
学
と
先
端
技
術
を
活
用
し
た
器
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
振
興
の

大
き
な
契
機
と
し
て
期
待
さ
れ
た
全
国

大
会
。
現
代
感
性
と
融
合
し
た
伝
統
美

と
技
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
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1高円宮妃久子さまが出席された開会式で
嶋野町長もテープカット。2８千㎡の広大
な会場。34上野焼ブースでの作陶体験。
5福智町観光大使を務めるIKKOさんの特
別ステージ。6西本早希さんとの創作コー
ナー。7上野焼の猪口と酒蔵がコラボ。8
共同創作した福大生と博多織献上柄を施し
た器。99福智町でのバスツアーと企画展。10


